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1 年間やらせていただいた本稿コラムも４回目と

いうことで、総括的な内容にしたいと思います。こ

れまで 3 回のコラムでは、その都度、無料セミナー

も実施しましたので、セミナー参加者の方からのリ

アクションも踏まえての振り返りと、2016 年 6 月

現在のアップデートをしつつ、近未来予測をしたい

と思います。 

第１回のコラムでは「音楽業界における主役の交

替、CD からコンサートへ」というテーマで書きまし

た。2014 年に、日本の音楽産業における CD 売上を

コンサート入場料収入が上回ったというデータに象

徴される、音楽ビジネスの主軸の変化を取り上げま

した。2015 年もその傾向は続いています。 

ただ、レコード産業売上は 3 年ぶりに上向きにな

りました。パッケージ売上は微減に留まり、音楽配

信売上が伸びたからです。その理由は、ストリーミ

ングサービス増です。欧米では、定額制ストリーミ

ングサービスの普及がレコード産業を押し上げると

いうパターンが定着していますので、日本も４〜５

年遅れて、同じ潮流になったといえるでしょう。 

僕が個人的に嬉しかったのは、ストリーミングサ

ービスが始まっても、フィジカル市場とはカニバら

ないという持論が証明できたことです。「ストリーミ

ングサービスが始まったら誰も CDを買わなくなる」

と本気で主張する方がいらっしゃって心底驚いてい

ました。ユーザーの消費行動に対する想像力が乏し

い論理だと思います。今や YouTube や中国の違法サ

イト「シャミ」にいけば、どんな楽曲でも無料で聴

けてしまう時代です。ユーザーがパッケージを買う

理由は、「曲を聴きたい」からではありません。アー

ティストとの関係性の証、コレクションとしての喜

びなど、別の欲望を満たすためなのです。これは毎

月定額をストリーミングサービスに払うことでは満

たされませんので、ストリーミング市場の拡大は、

パッケージ市場を侵食しません。 

ストリーミングが広まれば、アラカルト型のダウ

ンロードサービスは減少します。常時接続環境が広

まり、ストリーミング聴取が普及すれば、音楽ファ

イルを自分のデバイスで管理する必要は無くなりま

すから、ダウンロード市場は無くなっていくでしょ

う。iTunes Store で世界の過半のシェアを持ってい

た Apple が、自らストリーミングサービスを始めた

ことでも時代の変化は明らかです。ストリーミング

サービスがカニバるのは、ダウンロード型配信市場

なのです。幸か不幸か日本は iTunes Store の普及が

先進国で最も進まなかったので、ダウンロード市場

が減少してもレコード産業へのマイナスは限定的で

す。日本でダメージを受けるのは、おそらく CD レ

ンタル市場でしょう。ストリーミングが普及するこ

とで CD レンタル店は姿を消していきます。CD レン
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タル市場の店舗数の 5 割強は TUTAYA です。売上で

は、8 割程度を占めると言われています。カルチュ

ア・コンビニエンス・クラブがレンタル CD ビジネ

スをやめた時点で、日本のレンタル CD はほとんど

なくなると言って良い状況です。その時が来るのは、

それほど先では無いでしょう。 

ストリーミングサービスの役割は大きく 2 つあり

ます。一つはソーシャルメディア上でのコミュニケ

ーションの促進、その相乗効果です。友人知人と音

楽についてコミュニケーションをすることで新しい

楽曲が広まる機会があります。ソーシャルメディア

でのコミュニケーションは即時性と可視化されるこ

とが特徴ですから、ちょっとしたキッカケで新しい

楽曲が爆発的に広がる可能性を秘めています。これ

までもヒット曲が出る時にクチコミは重要でしたが、

ストリーミングサービスがソーシャルメディア上で

簡単にシェアされることで、クチコミパワーの影響

が著しくあがっています。 

もう一つは、バズワード的に言うと、ビッグデー

タ活用です。ユーザー行動データを活用することで、

新しいアーティストとの出逢い、適切でパーソナル

なリコメンデーションが可能になります。新しいビ

ジネスチャンスを呼び、音楽市場を拡大、拡張して

いくことが期待できます。近年の音楽サービスのキ

ーワードは「MUSIC DISCOVERY」です。様々なテ

クノロジーを駆使して、ユーザーごとの嗜好に合っ

た新しい音楽との出逢いを演出しようと、どのサー

ビスも必死に頑張っているのです。 

これからの音楽産業は、リスニング行動としては

ストリーミングが主流になり、コレクションとして

のパッケージの価値は残り、そして、デジタル化の

進展で再評価されている体験の重要性がライブエン

ターテイメントを押し上げる、この３つの柱になっ

ていくという流れは、明確です。 

 音楽産業とインターネットは 20年近く軋轢を繰り

返してきましたが、2010 年代からは「テクノロジー

と音楽の蜜月の時代」が到来したと僕は思っています。 

第 2 回のコラムでは、デジタル化によるエンタメ

産業の変化をまとめた拙著『10 人に小さな発見を与

えれば、1000 万人が動き出す。』（ローソン HMV エ

ンターテインメント刊）を引用しながら、コンテン

ツビジネスの本質的な変化についてひも解きました。 

「エンタメ×IT」をテーマ に、音楽、出版、テレビ、

ニュースと新聞、自動車、 ウエアラブル(IoT)、UGM 

という 7 つの分野から、 ビジネスパーソンが知って

おくべきポイントをわかりやすくまとめた本なので、

興味のある方は、是非読んでみてください。 

ここでポイントとしてあげたのは、クラウド化、

ソーシャルメディア普及、グローバル市場という３

つの本質的な変化です。 

コンテンツのクラウド化は、「アクセス権」にフォ

ーカスしたビジネス構造を促します。オリジナルが

あってコピーがある、「複製」という概念を前提とす

る著作権の在り方を揺るがす事態が現出しています。

ソーシャルメディアの持つ、即時性、可視化がコン

テンツ流通の根本を変えているということ。そして

従来はドメスティックで完結しえた日本のコンテン

ツビジネスが、グローバル市場を見据えざるをえな

いと同時に、日本のポップカルチャーのファンコミ

ュニティの存在で、グローバルに日本のコンテンツ

にチャンスがあることなどをお伝えしました。「クー

ルジャパン」のビジネス面での定義付けもしています。 

併せて、この変革期は、ブレイク・スルーの可能

性を起業家に求められる時代であるという認識に則

って、知財ホルダーのスタートアップとの関わり方

について提言をしました。この提言はセミナーの際

もリアクションをいただいて我ながら意味があった

かなと思っています。 

興味のある方は、IPMR19 号を読みなおしていた

だきたいのですが、ざっくり言うと、自分で起業す

るのも素晴らしいし、アグレッシブな起業家のパー

トナー的な「２人目」になるのもやりがいはあるけ

れど、どちらも物心両面で負担とリスクが大きい。

バランス感覚が求められる、「4 人目」くらいのポジ
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ションをオススメしました。スタートアップ企業が、

シードからアーリーステージに進み、一定の資金調

達ができたタイミングで、自分の年収も最低限確保

しながら、成功報酬の権利も留保し、管理部門を統

括するような立場でのジョインが得策なのでは？ 

という、ちょっと現実的な提案です。 

これからは日本でも大企業偏重の状況は加速度的

に変わり、ベンチャーのプレゼンスが上がっていき

ます。今は大企業に務めている知財ホルダーにとっ

ても、リアルなビジョンではないかと思います。40

代以上の知財ホルダーの方にとってもベンチャー企

業への参加は現実的な選択肢になっていく社会環境

に日本もなってきています。 

 

第 3 回のコラムでは、「グローバルプラットフォー

ムとどう向き合うか？」というテーマを採り上げま

した。 

インターネットの世界において、「ゲームのルール」

を決めるのは、プラットフォーム事業者です。現在

のコンテンツビジネスでは、Apple、Google、

Amazon などアメリカ系グローバル企業がそのポジ

ションを占めています。我々、日本人は異議申し立

てどころか、明確な返答を求める立場すら持ててい

ません。プラットフォーム上でビジネスをしたいな

ら、彼らが定める「正義」に盲目的に従う以外、選

択肢は無い状態です。その状況をシビアに認識する

ことがコンテンツプロデューサーには求められてい

ます。対等は無理ですが、日本が発言権をもつ方法

として、「オールジャパン体制」でのコンテンツデー

タベースの構築を提言しました。これまでは、村の

中の縄張り争い的な感覚や、個別の面子論で、パブ

リックなデータベース構築ができませんでしたが、

今は危機的状況です。日本のクリエイターやプロデ

ューサーは国際水準で負けている訳ではありません。

コンテンツ業界は、デジタル分野でビジョンを持っ

た新しいリーダーを担がないと日本が衰退してしま

うという危機感を僕は強く持っています。 

もう一つ大切なのは、「次の勝負」に備えることで

す。スマートフォンでのプラットフォームについて

は、もう結論が出てしまって、日本の企業がプラッ

トフォーマーになれる可能性はありません（日本発

サービスの LINE が頑張っていますが、韓国企業が

親会社ですし、グローバルプラットフォームにはな

れていませんね。）。ただ、いつまでもスマホな訳で

はありません。ウエアラブルや IoT と呼ばれる、次

のコンテンツプラットフォームの時代がまもなくや

ってきます。そこでは、Google や Amazon、Apple、

Facebook などの覇者に対して下克上をするチャン

スは必ずあります。そこで日本人がどう戦うのか、

もう準備を始める時期だと思っています。 

また、後半では、JRC とイーライセンスが合併し

てできた NexTone についてまとめました。僕は

JASRAC への対抗軸である NexTone に、大いに期待

しています。 

NexTone の出現は、JASRAC との健全な管理手数

料競争が起き、デジタルサービスが積極的に活用さ

れ、これまでイーライセンスが行ったような無益な

訴訟が無くなるというメリットがあります。ただ、

僕がそれよりも重要だと思うのは、日本の音楽著作

権のグローバル戦略の構築です。 

従来型の音楽著作権ビジネスの海外での著作権徴

収の仕組みが、時代にそぐわなくなっていること。

グローバルプラットフォーマに向き合う、著作権エ

ージェントが必要な時代に、NexTone が担う役割は

大きいのです。 

このままの旧式な仕組みだけでは不利な立場に留

ってしまう、日本の楽曲や音楽家を救う可能性を

NexTone には期待したいです。 

 

これまでの連載を振り返ってみました。一連の論

理の中で、知財ホルダーが実ビジネスで活躍できる

チャンスが広がっていることは理解していただけた

でしょうか？ 

本コラム後も知財ホルダー向けの無料セミナーを
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行います。音楽、エンタメ業界の近未来について真

剣に考えたい方は、足をお運びください。 

東京コンテンツプロデューサーズ・ラボの協力を

得て、「ニューミドルマン養成講座」も年３〜４回の

ペースで行っています。 

紙面だけではお伝えできない内容、オフレコのお

話など、個別の質問にもお答えしながら、より実践

的な内容をお伝えできると思います。知財ホルダー

の活躍の舞台は整っています。そのための戦略をお

伝えしますので、是非、僕に会いに来て下さい。 

（次号へつづく） 

 
 
 
 
 

 6/23「知財の資格をビジネスに活かす！」無料セミナー開催 
本コラムの山口哲一氏が、知財ホルダーに向けた 

「知財の資格をビジネスに活かすためのヒント」をライブで語ります。 
講師より「音楽業界の近未来をお話しするだけでなく、何でも質問を受け付けます！ 

皆さんの知識を実ビジネスに活かす方法を考えましょう！」 
日時：2016 年 6 月 23 日（木）19：30〜21：00 
場所：東京コンテンツプロデューサーズ・ラボ（最寄り駅：JR 高田馬場駅から徒歩 5 分） 
参加費：無料  定員：35 名 
主催：東京コンテンツプロデューサーズ・ラボ 
協力：知的財産教育協会 
申込・詳細：東京コンテンツプロデューサーズ・ラボ ウェブサイト http://tcpl.jp/archives/2381 
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